
自発的な研究活動に必要な予算支援（実験消耗品など）（予算：30万円）

日本化学会教育会員※1

科学部・化学部

申請・報告

 支部長
 副支部長
 教育協議会議長
 副議長

審議・承認

付議
支給

相談・打診 部費

3万円程度×10件程度

中等教育学校・高等学校では、総合活動や化学部での研究活動が行われている。実験検討などでは、ガラス容器、温度計、撹拌機、化学薬品、分析
ツールなど、様々な物品が欠かせない。これらは全て消耗品であり、より良い化学実験においては、購入・交換が必要である。該当活動を指導・支援
している教員が日本化学会東北支部会員であれば、上限3万円で予算申請をすることができる。申請内容に従い、化学教育協議会・議長、副議長、
教育幹事数名からなる、本件対応WGにて審査を行い、採択された場合に予算を配分する。当該事業で実施した研究には、学協会での発表を推奨
するものとする。※1. 日本化学会東北支部会員（個人正会員等）の教員を含む。

申請期間
第1期 4月〜5月申込→6月決定→7月開始
第2期 （予算に余裕がある場合）9月追加募集
（担当教員の口座に振り込む）

 教員の会員増強
 高校生人材の活動支援
 化学系学協会への参加推奨
 日本化学会東北支部活動への興味の喚起

申請書・報告書
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